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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 11月 26日 (2004.11.26)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 表 面 上 に ｃ 軸 配 向 の 下 部 電 極 用 酸 化 物 超 電 導 膜 を 形 成 し 、 パ タ ー ニ ン グ し た 後 に 層
間 絶 縁 膜 を 形 成 し 、 下 部 電 極 用 酸 化 物 超 電 導 膜 上 の 層 間 絶 縁 膜 の 一 部 を エ ッ チ ン グ し 層 間
絶 縁 膜 の 孔 明 け 部 分 を 形 成 し 、 そ の 後 、 障 壁 層 用 薄 膜 と 、 ｃ 軸 配 向 の 上 部 電 極 用 酸 化 物 超
電 導 膜 と を 形 成 し て 、 基 板 に 接 合 部 を 形 成 す る 酸 化 物 超 電 導 接 合 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 層 間 絶 縁 膜 の 孔 明 け 部 分 を 形 成 す る 際 に 下 部 電 極 酸 化 物 超 電 導 膜 の 表 面 の エ ッ チ ン グ
を 行 な い 、 熱 処 理 し 、 障 壁 層 用 薄 膜 を 形 成 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 酸 化 物 超 電 導 接 合 基 板 の
製 造 方 法 。
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